
ちょうせんの

~VJ鮮政府に交渉して， 1日l 治 27 ・ 8 ・ 20 いわゆる日鮮暫定合同条款

(じょうかん)を締結し，京釜 ・京仁問鉄道の敷設機を&~\めさせた。

この条款の締結は， 日 ì'i'1戦争1m始のときであったから，その

制11 日には触れず，単に将来の建設予約に止まった。その後細目

とりきめを交渉したが朝鮮政fffの紛糾(ふんきゅう)と欧米列強

の利権獲得巡回Jにわざわいされ， 制H 目協定の成立を見るに至ら

ず，その聞に，朝鮮政府は明治 29 ・ 3 ・ 29 (1 896) 京仁鉄道の敷設

椛を米人モールス (Jam es R. Morse) に特許し，国際(f]~益義を

然観して，わが既得権益を族側(じゅうりん)するに至った。そ

の後まもなく仏国 7 イグリノレ会社は京以 ・ 公州fHIおよび京i成 ・

義州 1:': 1の鉄道敷設権を要求し， IUI治 29 ・ 7 ・ 3 向社代表グリノレは

i:UJ鮮政再f との|聞に京義鉄道契約を締結した。しかるに京仁鉄道

の敷設織をえたモーノレスは米国における資金利i主進捗せず， 工

事中のままついに明治 31 ・ 1 2 わが京仁鉄道引受組合に 170 万 2

千余円て'転売した。また京義鉄道の敷設村Eを獲得した7 イグリ

ル会社も建設資金の調主主ができなかったため IUI 治 32 ・ 5 わが図

にjJ~ì疫を申込んできたが， グリノレの提示した条 l'l'が不当であっ

たため妥結するに至らず，ついに 3 箇年の起工期限が切れ，敷

設相Htìì~滅した。

-)J京釜鉄道については，わが国の既得権であった京仁鉄道

の敷設権が侵されたのにかんがみ，京釜鉄道の敷設特杵だけは

万;!(Êを排してわが国の手に収めなければならぬとして， IljJ r台 29

・ 7 ・ 6 東京において京釜鉄道株式会社発起人総会を聞き ， 渋沢栄

ーを委μ長として会社の設立を促進するとともに，わが政府お

よび朝鮮政府にそれそ'れ特許271阪を行ったが， 朝鮮政府の態度

決定せずl時日を選延していた。しかし，明治 31 ・ 9 ・ 8 ついに発起

人1um と腕凶政府との聞に京釜鉄道合同条約の締結を見るに至

った。かくて明治 34 ・ 6 創立総会ならびに設立主主記を行い ， 会主lー

は正式に発足し， ji'iJ年 9 月南北から工事を IJfI始した。これより

さき京仁鉄道の;抑止を受けた京仁鉄道引受組合は ， Iljl 治 32 ・ 5 京

仁鉄道合資会社を設立し，明治 33 ・ 7 ・ 8 京城仁川間 41 km 余を

l)fJ通， jill輸営業を開始していたが，この会社は京3量鉄道株式会

社の姉妹会社であったので， 経営上の便宜から IljJ 治 36 ・ 11 京釜

鉄道株式会社に合併された。

京仁鉄道を合併した京釜鉄道株式会社は， -1m京仁総の営業

を行いつつ，京釜鉄道の建設を続け， IljJ 治 36 ・ 12 米 までに北

部は 51.5km ， 南部は 53.lkm を開通した。しかるにわが国と'ぷ

固との関係が恕化してきたので， 政府は同年 12 ・ 28 京釜鉄道株

式会社に対し ， 遅くとも明治 37 ・ 12 ・ 3 1 までに鐙山京以間を全通

せしむべき命令を発し， 工事を急がせたので， 同年 1 1 ・ 1 0 予定よ

りも早 く全通し翌年 1 ・ 1 草梁 ・ 氷主計Iì附の運輸信業を I) IJ 始した。

この鉄道の辺E設に際し， 軌聞につき 1 m を主政するものあ

るいは 3'6" を主践するもの等があったが， 将来この鉄道は大陸

の鉄道と連絡して世界交通の幹線となるべき地位にあることを

考慮し，利子軌11l]を採用することにした。
工事進行状況
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京主主総の建設についても国策的な見地から，すでに岡策されて

いたのであるが， 日以戦争のほ.っ発によって急速に央現する こ

ととな っ た。すなわち軍事輸送を行うため京主主 ・ 鴨緑江聞に草

刈鉄道を急設する こ ととし，明治 37 ・ 2 ・ 21 臨時軍用鉄道慌部を

編成し，韓国駐容):;11司令宵に配属， たどちにiJll)i主を始め 5 月

にそれを終り ， 鉄;nの建設用地は，同年 2 月締結された日紛議

定、 I}の新事1 1にもとづき， 必~J也点を邸機収HJすることができる

との IljJ 文により， 1司銃部において斡国政府に治求し， その手続

をil主め ， 私有地の代金および家屋，成~・~~;の移転i/'(はすべて日本

政府より支払って収用した。建設はもっぱら速成に屯きをおき，

iJliJ:[;t と同時に建設が開始され， I!JJ 治 37 ・ 3 ・ 3 1 工事開始以米7fòi

月を絞た 10 ・ 28 には随111から臨津江岸まで建設列 ll1 を五]!'I民し，

ついで明治 38 ・ 1 ・ 14 大同江架橋を残して問主主 ・ 平!IDl IHIを竣工(し

ゅんこう )し， 同月 26 日には平機新安州聞を，同 2 ・ 1 5 には臨

m江jft梁が完成したので， 大悶江の渡船連絡により 3 ・ 1 には関

山 ・ 新安州問 1 日 l 往復の指定列車を巡転するに至った。つい

で明治 38 ・ 4 ・ 3 大岡江の橋梁(きょうりょう)，笠年治川 ・ 大寧岡

江陥梁がそれぞれ完成し ， lljJ 治 39 ・ 4 ・ 3 京義"11JlJ鉄道幹文総合計

527.9k m を完成し， 全線にわたって直通列車の巡転を突現した。

戦J誌の広大にそなえて政府は， わが満州野r~!Iiとの ìlli絡上馬

1.1.1 ・ 三淡泊E悶l鉄道の急設を決定し ， 37 ・ 8 ・ 14 鉄道監部に対し，

.IJ~I L! ìllì鉄道の建設を命じた。そこで同店長部は 37 ・ 9 初旬三浪r-lt

. ，I，!~山 ìllì問 40 余 km の洲iifを開始， 下旬その完了と同時に工事

を 1m始し ， 1日 l治 38 ・ 5 ・ 26 完成，列車運転を開始 した。また鉄道

脱却iは 37 ・ 9 ・ 4 京元鉄道の敷設命令に接し 12 月元山間池院悩i

の品目立を完了，翌年 11 月までに元山から 16 km 余の路拡工事

および矯梁架設を完成したが， 予算の関係で工事は中止された。

飽1.L!::JJitîiでは IUJ治 37 ・ 11 龍山議政府間 31 km 余の百!1Jj_誌を終え，

!日!治 39 ・ 4 龍 111から約 6 km の土工を完了 した。

以上のように鉄道脱却iは京義線の建設を完成して， 引統き改

良工事を施行し， 馬山総またほぼ工を終え， 京元総の建設と IljJ

frt38 年末より新たに企画された鴨緑江総梁の工事とを残して，

明治 39 . 9 ・ 1 これを統監府鉄道管理局に引継ぎ，同月 8 日監部

および所属諸涯の復員を完了した。

2 鉄道の統一

日総11l1t争 l&i:UJ鮮には京霊長鉄道株式会社の経営する京釜総およ

び京仁総や， 臨時111m鉄道脱却1の管理する京まえ ・ 馬山の岡鉄道

のほか， 盟主部において建設中の京元鉄道等があったが，各鉄道

はおのおのその管理経営を異にしていた関係上，)lli輸迎絡上の

不便が少なくなかった。

当時わが圏内では私設鉄道を買収してs 鉄道の固有国営方針

を縫立した際であったので， 朝鮮における鉄道も図書反自らこれ

を管理経営する方針を定め， 明治 39 ・ 3 まず京釜鉄道を買収する

こととした。明治 39 ・ 2 統監府の設置以来欽泊は統殴府の所管

となっていたが， 同年 7 ・ 1 統民府鉄道管狸局の設置 と 問11寺に京

釜欽道の只収を突施し， )I~仁 ・ 京釜両線を図有として管政局の

所管に移した。ついで同年 9 ・ 1 統政府鉄道管理局は臨時，，'1用鉄
道店主音JIからその管国! していた京義線および馬山総の引継ぎを受

け，ここにおいて斡図の鉄道はすべて統監府に統ーされること

になった。しかるに日以戦争後一時好況を呈したわが図の財界

はまもなく反動期に入札朝鮮の経済もこれに彪響されて深刻

な不況に見舞われるに至ったので， 鉄道の経営も不振となり ，

一一一 !I OO-

起工 竣工

l'il~佐 '1l!.浦 16.8 km 明治 34 ・ 10 明治 35 ・ 10

1lUlI� . 在i陽 42.6 " " 35 ・ 8 " 36 ・ 1 2

密腸 ・ 省腕 41.0 " " 36 ・ 4 " 37 ・ 4

省唄 . 5K同 124.6 " " 37 ・ 3 " 37 ・ 1 0

釜山 ・ ;革梁 1.6 " " 38 ・ 3 " 41 ・ 4

京城ブïiñí

氷登illì ' '.応的洞 18.7 km 明治 34 ・ 9 IljJ 治 35 ・ 12

鳴鶴j同 . j炭威 36.4 " " 35 ・ 9 " 36 ・ 10




